
 

 

令和８年４月３０日現在  

交通事故発生状況 （１月～４月） 

 

 

新入学（園）児などのおさない子どもは、道路での安全な行動がまだ身についていないた

め、危険な行動をすることが少なくありません。また、高齢者は、加齢に伴う心身機能の低

下により、事故に遭う危険性が高くなります。保護者や家族は、子どもと高齢者の特性を理

解したうえで、安全指導・アドバイスをしっかり行い、交通事故を防止しましょう。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区 分 
人身事故

件  数 

死   者 負 傷 者 物件事故

件  数 件 数 人 数 重 傷 軽 傷 計 

令和７年 2 0 0 1 1 2 35 

令和８年 2 0 0 0 2 2 42 

増 減 数 ±0 ±0 ±0 -1 +1 ±0 +7 

子どもと高齢者を交通事故から守りましょう！

子どもの危険な特性 

①道路にとび出す… 

 

 

 

 

 

②車などの小さな物陰にも

姿が隠れやすい… 

③右・左折車に対する警戒

心が乏しい… 

 

◇子どもの指導ポイント◇ 

①とび出しがなぜ危険か、子ども

にしっかり理解させる  

②物陰からの横断の危険性を理解

させる 

③信号の見方や、青信号でも危険

があることを指導する 

 

高齢者の危険な特性 

①視線が足下に偏るなど、

見えている範囲が狭い… 

②安全確認をしてから行動

するまでに、時間がかか

る… 

③近づいてくる車との距離

感がつかみにくい… 

④黒っぽい服装をしがち 

 
◇高齢者へのアドバイス◇ 

①できるだけ背筋を伸ばし、広い

範囲を見渡しながら歩行する 

②横断前に必ず左右を確認して、

車が通り過ぎてから渡る 

③夜間に外出するときは、明るい

服装をし、反射材を着用する 

 

加 美 警 察 署 

色 麻 町 


